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ま
だ
ま
だ
問
題
点
も
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
が
、
同
時
に
患
者
・
家
族
・

社
会
・
病
院
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
問

題
点
を
少
し
ず
つ
で
も
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
│
│
と
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
挨
拶
の
中
で
高
林
克
日

己
・
病
院
長
補
佐
は﹁
こ
の
よ
う
な
患

者
、
市
民
、
病
院
の
共
同
作
業
の
努
力

は
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

こ
の
市
民
公
開
講
座
を
毎
年
開
催
す
る

必
要
が
あ
る
﹂と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
千
葉
大
病
院
主
催
の
が
ん

に
関
す
る
市
民
公
開
講
座
は
、
昨
年
１

月
開
催︵
テ
ー
マ﹁
が
ん
と
上
手
に
つ
き

あ
う
患
者
学
﹂︶に
続
く
２
回
目
で
し
た

が
、
今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
い

く
つ
か
の
患
者
団
体
関
係
者
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
事
前
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
テ
ー
マ
や
運
営
方
法
に

つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

千
葉
大
学
長
は﹁
日
本
人
の
２
人
に
ひ
と

り
が
生
涯
の
う
ち
に
が
ん
に
罹
り
、
３

人
に
ひ
と
り
が
が
ん
で
死
亡
す
る
現
状

に
お
い
て
、
多
く
の
市
民
が︿
が
ん
﹀と

闘
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
正

確
な
情
報
を
よ
り
多
く
入
手
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
市
民
公
開
講
座
を
ぜ
ひ

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
﹂と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
多
田
裕
司
医
師
、

花
岡
英
紀
医
師
か
ら﹁
が
ん
の
標
準
的
治

療
法
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
新
し
い
治

療
法
開
発
の
た
め
に
は
適
切
な
臨
床
試

験
が
必
要
で
あ
る
こ
と
﹂や﹁
そ
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
る
う
え
で
の
問

題
点
﹂な
ど
、
日
本
の
が
ん
治
療
の
現
状

に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
っ
た
ほ
か
、
実

際
に
臨
床
試
験
に
よ
る
が
ん
治
療
を
受

け
ら
れ
た
方
の
体
験
談
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
総
合
討
論
で
は
、

患
者
団
体
関
係
者
、
千
葉
大
病
院
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
登
壇
し
、
が
ん
の
標
準

治
療
や
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

の
臨
床
試
験
に
関
す
る
情
報
を
患
者
が

収
集
す
る
た
め
の
方
法
、
そ
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
病
院
職
員
は
ど
の
よ
う
に

お
手
伝
い
で
き
る
か
│
│
な
ど
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
現
状
で
は
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主
な
内
容

◦栄養中心に〈食欲〉の湧く料理づくり
　　　　　　　　　　　——千葉大病院の「なのはな食・あじさい食」
◦患者さんの声

１面

２面

３面

4面

◦患者・家族・社会・病院の連携が重要
　　　　　　　　　　　——千葉大病院主催『市民公開講座』

◦「千葉大病院情報」を積極発信！
◦＜ミニニュース＞田嶋要衆議院議員らが千葉大病院を視察／
   　　　　　　　　新看護師宿舎オープン！／病院経営セミナー

◦＜フリートーク＞松宮　護郎（心臓血管外科教授）
◦＜亥鼻むかし・昔＞⑫ 謎に包まれたままの「七天王塚」
◦＜トピックス＞ワクチンで予防できる時代に！

　週末のジョギングが習慣になってから、６年以上になる。携
帯プレーヤーで好きな音楽を聴きながら、海岸沿いの広い歩道
をゆっくりと８キロほど走る。ランニングとジョギングの違いに
は諸説あるようだが、仮に走りながら会話ができるかどうかで
区別されるのであれば、まさにその境界線のスピードである。

　近年の健康志向ブームの影響もあるのか、多くのジョギング仲間とすれ違
う。そして時に追い越される。走っている人以上に多いのが散歩中の犬たちで
あるが、こちらはペットブームの影響だろう。ミニチュアダックスフンドなど小
型犬が圧倒的に多い。ちなみに、彼（彼女）らに追い越されたことはかつてない。
　さらに、年に数回はスタジアムからの応援帰りと思われる「Ｍ」のマークの野
球帽をかぶった自転車少年たちや家族連れに出会うこともある。ちなみに千葉
ロッテマリーンズと千葉大学は連携協力関係にあり、バレンタイン前監督は本
学の客員教授でもあった。
　走りながらふと仕事のことを考えることもあるが、自分に都合の良いように
仕事がはかどる想像ばかりである。以前読んだ本に「デスクワークをする人に
とっては運動することがストレス解消になり、一方ふだん体を動かす仕事をし
ている人には、読書や音楽鑑賞などがストレスを軽減させる」とあった。デス
クワークの私が、音楽を聴きながら走るとどのように作用しているのだろうか。
相乗効果があるに違いない、きっと。
　ジョギングを始めて、程なくして「タバコ」をやめた。喫煙者には年々厳しい
社会情勢となっていることもあり「やめておいて良かったな」とつくづく感じてい
る。しかし、ジョギング後の風呂上がりの「ビール」、いや「発泡酒」はなかなか
やめられない。                                                          （総務課　野田和宏）

コラム

齋藤学長挨拶

　
﹁
あ
な
た
に
と
っ
て
適
切
な
が
ん
治
療

を
受
け
る
た
め
に
﹂を
テ
ー
マ
に
千
葉
大

病
院
で
は
、
２
月
６
日
に
市
民
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
と
な
っ
た
千
葉
大
学
西

千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
け
や
き
会
館
ロ
ビ
ー

に
は
、
千
葉
県
の
が
ん
関
連
患
者
団
体

の
説
明
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
千

葉
大
病
院
各
診
療
科
の
ポ
ス
タ
ー
も
掲

示
さ
れ
る
な
か
、
開
始
前
か

ら
多
く
の
方
々
が
会
場

を
訪
れ
、
ブ
ー
ス
の

説
明
に
耳
を
傾
け
た

り
、
ポ
ス
タ
ー
前

で
足
を
止
め
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
齋
藤
康

あ
な
た
に
と
っ
て
適
切
な

が
ん
治
療
を
受
け
る
た
め
に

けやき会館ロビー

総合討論

●
千
葉
大
病
院
主
催『
市
民
公
開
講
座
』

患者・家族・社会・病院の
連携が重要

　

今
後
も
患
者
・
家
族
・
患
者
団
体
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
充
実
し
た
市
民
公
開
講
座
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
千
葉
大
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

﹁
が
ん
情
報
サ
イ
ト
﹂が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ご
案
内
を
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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皆様の声に
お答えします

病
衣
の
上
着
に
も
ポ
ケ
ッ
ト
を

Ｑ
病
衣
の
上
着
に
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
と
便
利
な
の
で
す
が
。

Ａ
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
従
来
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
を
病
衣
に
つ
け
ま
す
と
、

私
物
を
い
れ
た
ま
ま
病
衣
が
交
換
さ
れ
た
際
に
紛
失
に
つ
な
が
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
病
衣
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

明
日
で
退
院
と
な
り
ま
す
。
本
当
に
皆
々
様

の
お
力
添
え
の
お
陰
で
、
な
ん
と
か
元
気

に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
先
生
を
は
じ
め
チ
ー
ム
の
皆

様
に
は
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

病
気
以
外
の
話
も
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
り
、

病
人
と
し
て
は
本
当
に
心
強
か
っ
た
で
す
。
今
後

は
外
来
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
研
修
医
の
み
な
さ
ん
、
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
千
葉
大
病
院
に
は
、
日
本
一
の
先
生
が
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
体
に
十
分
気
を
つ
け

て
、
医
学
に
努
力
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
︿
な
の
は
な
食
﹀の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
飲

み
物
類︵
ス
ー
プ
、
ジ
ュ
ー
ス
︶と
ゼ

リ
ー
類︵
ヨ
ー
グ
ル
ト
︶の
２
種
類
が
中

心
。
経
口
摂
取
の
維
持
に
よ
り
、
胃
や

腸
の
機
能
が
衰
え
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た︿
あ
じ
さ
い
食
﹀は
、
主
食
類
、

冷
た
く
さ
っ
ぱ
り
し
た
料
理
、
２
種
の

果
物
類
、
飲
み
物
類︵
ま
た
は
ゼ
リ
ー

類
︶で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
主
食
類
は
、

ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
、
お
粥
か
ら
選
択

で
き
、
パ
ン
の
場
合
は
毎
朝
焼
き
た
て

パ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

量
と
内
容
、ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
好
評
価

　

昨
年
12
月
、
入
院
患
者
さ
ん
５
２
５

名
を
対
象
に﹃︿
あ
じ
さ
い
食
﹀の
満
足

度
﹄に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、﹁
食
事
の
量
﹂、﹁
内
容
﹂、

﹁
日
々
の
変
化
﹂に
つ
い
て
ま
ず
ま
ず
の

好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、﹁
ジ
ュ
ー
ス

や
ゼ
リ
ー
な
ど
甘
い
物
が
多
い
﹂﹁
麺
の

量
を
も
っ
と
増
や
し
て
﹂と
い
っ
た
声

も
あ
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

は
、
今
後
こ
れ
ら
を
貴
重
な
ご
意
見
と

し
て
、
さ
ら
に
病
院
食
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

因
み
に︿
な
の
は
な
食
・
あ
じ
さ
い

食
﹀の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
公
募
に
よ
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

︿
な
の
は
な
食
﹀の
由
来
は
、
花
言
葉
が

﹁
快
活
、
小
さ
な
幸
せ
﹂で
あ
る
こ
と
か

ら﹁
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
安
心
や
喜
び

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
﹂。
ま

た︿
あ
じ
さ
い
食
﹀は
、
色
の
変
化
が
、

体
調
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
選
択
で
き
る

お
食
事
の
意
味
合
い
と
共
通
し
て
い
る

こ
と
。
花
言
葉
が﹁
愛
情
・
元
気
﹂で
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
食
事
を
通
し
て
少
し

で
も
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
│
│
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ご

意
見
を
お
聴
か
せ

く
だ
さ
い
！

　
︿
な
の
は
な
食
・
あ
じ
さ
い
食
﹀に
つ

い
て
は
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
も
し
く
は
管

理
栄
養
士
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
治
療
や
疾
病
に
よ
る
食
事
量

の
低
下
を
予
防
す
る
目
的
で
、
管
理
栄

養
士
が
入
院
患
者
さ
ん
の
栄
養
管
理
計

画
を
作
成
し
て
お
り
、
現
在
60
％
程
度

の
病
棟
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
後
、
管
理
栄
養
士
が
お
部
屋
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
栄
養
に
関
し
て

お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
管
理
栄

養
士
に
ご
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

栄
養
相
談
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

千葉大病院の「なのはな食・あじさい食」

栄養中心に〈食欲〉の湧く料理づくり

　食欲のない入院患者さんに、食べやすいメニューを──千葉大病院で

は、食欲のない方の嗜好に合わせた食事として〈なのはな食・あじさい

食〉を提供、患者さんからは「適量で内容もよい」と好評です。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
創
意
工
夫

　
︿
な
の
は
な
食
・
あ
じ
さ
い
食
﹀を
始

め
た
の
は
、
平
成
20
年
３
月
か
ら
。
化

学
療
法
中
や
疾
病
か
ら
く
る
体
調
不
良

時
に
は
、
食
欲
が
な
く
、
思
う
よ
う
に

食
事
が
摂
れ
な
く
な
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
千
葉
大
病
院
で
も
以
前
か

ら
、
患
者
さ
ん
や
病
棟
ス
タ
ッ
フ
よ
り

﹁
食
欲
が
な
い
と
き
に
食
べ
や
す
い
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
も
ら
い
た
い
﹂と

い
う
要
望
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
医
師
・
看
護
師
・
管
理
栄

養
士
・
薬
剤
師
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
他

施
設
や
患
者
さ
ん
か
ら
の
調
査
を
参
考

に
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。

あじさい食

なのはな食
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千
葉
大
病
院
で
は
、
今
年
か
ら
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
報
道
機
関
の

方
々
を
招
い
た﹁
懇
談
会
﹂を
定
期
的
に

開
催
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
第
１
回
目

が
１
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
本
院
の
再
開
発
計

画
や
研
究
成
果
、
行
事
予
定
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
等
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
病
院
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
新
聞
２
社
と
テ
レ
ビ
２
社

か
ら
５
名
が
参
加
し
、
ま
ず
初
め
に
河

野
病
院
長
か
ら
開
催
趣
旨
の
説
明
が
あ

り
、
続
い
て
山
本
副
病
院
長
よ
り
病
院

「
千
葉
大
病
院
情
報
」を

積
極
発
信
！

定
例
記
者
懇
談
会
を
ス
タ
ー
ト

　これからの地域
医療はいかにある
べきか──などを
テーマに、田嶋要
衆議院議員（千葉県
１区）、谷田川元
衆議院議員（千葉県
10区）、水野智彦衆
議院議員（比例南関
東）が、さる２月24
日千葉大病院を訪
問しました。
　一行は，河野病
院長から病院概要・
地域医療連携・拡

充整備計画・救急医療に関する説明を受けた後、救急部・放射線部・ＩＣＵ（集中治
療室）・手術部・ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）・屋上へリポート・特別病室などを視
察し、ＮＩＣＵでは担当医師から、「ベッドは常に満床であるが、スペースの問題も
あり増床困難である」「ハイリスク出産が大学病院に集中しているため将来的には大
学病院のＮＩＣＵ拡大が必要である」などの説明を受けました。
　視察後の意見交換会では、女性医師や看護師の就業環境改善のための取り組みや、
医師不足の現状と大学病院が果たす役割と課題、千葉大病院と地域医療とのかかわ
りなどについて様々な意見が述べられるなど、短い時間でしたが活発な意見交換が
行われました。

ワンルーム形式、冷暖房完備
●新看護師宿舎オープン！

　看護師の福利厚生施設の一つとして「看護師宿舎」があります。これまで千葉大病院の看護師宿
舎は、昭和40年代に建設された晴暉(せいき)寮Ａ棟（平成７年に改修済）と平成６年に建設され
たＢ棟の２棟、合計113戸のみでした。このため、毎年看護師が増員されていく中で、入居希
望者すべてを受け入れられない状態が続いていました。
　千葉大病院では看護師が安心して働くための就業環境整備の一環として、新たな看護師宿舎建
設の検討を行い、この度の竣工を迎えたわけです。
　新たに完成した宿舎は、５階建の合計150戸で、名称は従来のものをそのまま引き継ぎ、「晴
暉寮Ｃ棟・Ｄ棟」としました。室内はワンルーム形式で、バス、トイレ、冷暖房完備。セキュリ
ティ面も工夫されており、本年２月に入居希望者の引っ越しが行われました。

看護師･助産師 募集!

■資格／看護師・助産師免許を取得されている方
　　　　または新卒者で取得見込みのある方
■待遇／当院規定により優遇します。
■応募／電話連絡の上履歴書・看護師等の免許証（新卒の方は成績証明書）を
　郵送下さい。なお、選考日については本院HPを参照してください。

常勤職員

■応募またはお問い合わせ先

総務課人事係　　（内線6020）
看護部副看護部長室（内線6518）

☎043-222-7171
http://www.chiba-kangobu.jp/pc/index.html
千葉大学医学部附属病院

応募随時受付

平成23年度

私たちが
目指すものHeart, Skill 

Responsibility
心のこもった看護と      先進医療を支える看護技術を

看護職として責任を持って提供することです
の
再
開
発
計
画
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
会
で
は
、
新
外
来
棟

建
設
や
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
整
備

な
ど
現
在
進
行
中
の
再
開
発
計
画
に
関

す
る
こ
と
や
、
地
域
連
携
パ
ス
・
医
師

の
研
修
制
度
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
・
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
翌
日
に
は
、
再
開
発
計
画

に
関
す
る
記
事
が
新
聞
２
紙
に
掲
載
さ

れ
た
ほ
か
、
そ
の
後
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
方
々

に
本
院
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田嶋要衆議院議員らが
千葉大病院を視察

　千葉大病院では、さる３月１日（月）本年度第３回目の病院経営
セミナーを開催しました。セミナーでは、病院職員211名が出席
するなか、「経営の状況」「経営改善アイデア大賞／童話コンクール」

「病院再開発計画の進捗状況」「平成22年度診療報酬改定」などが説
明されました。
　出席者の関心の高いテーマが続いたこともあって、会場は熱気に
あふれ、特に今回初めて実施した「経営改善アイデア大賞」の表彰式
では、参加者からより大きな拍手が起きました。
　この賞は、病院経営に優れたアイデアを提供した職員を表彰する
ために創設されたもので、「電話等通信費の削減」「廃棄ゴミの分別

徹底」「患者さん向け案内の
改善」「光熱費のムダ削減」
など、多くのアイデアが
寄せられ、その中から選
ばれた受賞者に、河野病
院長より表彰状が授与さ
れました。
　千葉大病院では、今後
もより優れた医療の提供
をめざし、このような機
会を通じて様々なアイデ
アを出し合いながら前進
していきたいと考えてお
ります。

経営改善アイデア大賞に大きな拍手!!
●病院経営セミナー

受賞者と河野病院長で記念撮影

屋上へリポートで織田救急部長（右端）から説明を受ける田嶋議員
（手前左から２人目）と谷田川議員（同３人目）



千葉大学病院 千葉大学病院ニュース 2010年４月　第21号
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千
葉
大
学
医
学
部
の
敷
地
内

と
敷
地
外
に
あ
る﹁
七
天
王
塚
﹂

に
つ
い
て
、
大
正
八（
１
９
１

９
）年
に
刊
行
さ
れ
た﹃
日
本
伝

説
叢
書
・
下
総
の
巻
﹄に
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
﹁
千
葉
町
猪
の
鼻
山
上
に
、
七

つ
塚
と
呼
ば
れ
る
塚
が
あ
る
。

七
ヵ
所
と
も
に
松
が
数
株
あ
り
、

碑
に
は﹁
七
天
皇
﹂と
刻
ま
れ
て
、

毎
年
七
月
、
参
拝
す
る
人
が
少

な
く
な
い
。
七
天
皇
は
、
閻
魔

王
な
ど
の
七
王
を
祀
れ
る
も
の

で
、
昔
の
十
王
堂
の
名
残
で
あ

る
。
十
王
の
う
ち
の
七
王
を
祀

る
例
は
、
伊
豆
な
ど
に
も
あ
り
、

こ
の
思
想
が
、
こ
の
塚
の
基
礎

と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
七
月

に
こ
れ
を
祀
る
風
習
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
最
も
そ
の
証
明
と

F R E E      T A L K〈フリートーク〉

謎に包まれたままの「七天王塚」

し
な
が
ら
結
論
が
出
せ
ず
に
い

た
よ
う
で
す
。
十
王
と
は
、
秦

広
王
、
初
江
王
、
宋
帝
王
、
伍

官
王
、
閻
魔
王
、
変
成
王
、
太

山
府
王
、
平
等
王
、
都
市
王
、

五
道
転
輪
王
の
こ
と
で
、
先
祖

供
養
の
た
め
に
信
仰
さ
れ
、
旧

暦
七
月
十
五
日
を
中
心
に
盆
の

行
事
や
お
参
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

供
養
塔
の
話
も
、
主
従
が
七

人
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
、
七

王
、
七
月
、
七
人
、
す
べ
て

キ
ー
ワ
ー
ド
は﹁
七
﹂で
す
。
藤

沢
氏
が
本
を
出
し
て
か
ら
90
年

経
っ
た
今
も
、﹁
七
天
王
塚
と
は

何
か
﹂と
い
う
問
い
に
明
確
な
結

論
は
出
ず
、
謎
に
包
ま
れ
た
ま

ま
で
す
。

（
歴
史
民
俗
研
究
家
・
宮
原
さ
つ
き
）

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

然
し
、
最
初
あ
る
七
人
の
塚
を

祀
っ
た
も
の
、
後
に
七
王
を
祀

る
思
想
と
混
同
し
た
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
又
、
源
頼

朝
主
従
七
人
の
供
養
塔
が
あ
っ

た
も
の
が
、
後
に
そ
の
謂
れ
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
﹂。

　

こ
の
本
の
編
著
者
で
あ
る
藤

沢
衛
彦
氏
も
、
い
ろ
い
ろ
推
測

　桜が咲きました。「今年は少し遅いのかな」と思っていましたが、ほぼ例
年並み。皆さん連絡道路の桜のトンネルをお楽しみください。

　さて春は異動のシーズンです。病院でも行く人あり、来る人あり、不思議な活気に満ち
ています。新人医師や新人看護師の初々しい白衣姿が楽しみです。
　５月になると、にし棟改修２度目の引っ越しがあります。入院中の患者さんはもちろん、
来院される方々にご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。
　あんなに騒がれていた新型インフルエンザが、沈静化してきました。一時期はどうなる
ことかと思っていましたが、ひとまずホッとしています。しかし、引き続きうがいや手洗
いなどを行って、日頃からの健康管理をしていきましょう。

あとがき

12

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

心
臓
血
管
外
科
教
授

　

  

松
宮　

護
郎

使
命
は﹁
高
度
医
療
﹂﹁
研
究
開
発
﹂﹁
教
育
﹂

（ひがし棟２階看護師長　河野鈴子）

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
増
え
る
心
臓
病

　

日
本
人
の
病
気
に
よ
る
死
亡
原
因
の
第
１
位
は︿
が

ん
﹀。
２
位
は︿
心
臓
疾
患
﹀、
３
位
が︿
脳
血
管
疾
患
﹀で
、

こ
れ
ら
の
う
ち︿
心
臓
疾
患
﹀は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
、
特
に
食
事
の
洋
風
化
な
ど
と
と
も
に
増
加
傾
向
を
続

け
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
お
も
な
原
因
は
、
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
蓄
積
な
ど
に
よ
る
動
脈
硬
化
で
す
。

　

心
臓
は
、
人
間
の
全
身
と
肺
に
血
液
を
送
る
ポ
ン
プ

の
役
割
を
す
る
臓
器
で
あ
り
、
そ
の
ポ
ン
プ
と
し
て
働

く
筋
肉
を
養
う
管
が
詰
ま
っ
た
り
す
れ
ば
皆
さ
ん
ご
存

知
の﹁
心
筋
梗
塞
﹂や﹁
心
不
全
﹂﹁
狭
心
症
﹂を
起
こ
し
、
ポ

ン
プ
の
弁
が
故
障
す
れ
ば﹁
心
臓
弁
膜
症
﹂と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
血
液
の
流
れ
に
異
常
が
起
こ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
死
亡
に
つ
な
が
る
率
も
高
い
わ
け
で
す
。

他
科
と
の
連
携
な
ど
問
わ
れ
る
総
合
力

　

私
の
所
属
す
る﹃
心
臓
血
管
外
科
﹄は
、
千
葉
大
医
学

部
で
は
以
前﹁
第
一
外
科
﹂の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
10
月
に
独
立
し
、
私
が
初
代
教
授
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
診
療
内
容
は
、
一
つ
は
血
管
が
詰
ま
り
、
血
液

が
流
れ
に
く
く
な
っ
た
場
合

に
行
う
冠
動
脈
の
バ
イ
パ
ス
手

術
で
、
人
工
心
肺
を
ほ
と
ん
ど

使
わ
ず
に
行
い
、
術
後
死
亡

率
、
合
併
症
の
発
生
の
点
で

き
わ
め
て
よ
い
成
績
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
臓
弁
膜
症
に
つ

い
て
は
、
患
者
さ
ん
の
弁
を
温

存
す
る
弁
形
成
術
を
中
心
に
治
療
を
実
施
。
そ
の
ほ
か
、

先
天
性
心
疾
患
、
動
脈
瘤
、
胸
部
大
動
脈
疾
患
、
末
梢

血
管
疾
患
な
ど
も
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
治
療
を

進
め
て
い
く
中
で
、
麻
酔
、
集
中
治
療
、
循
環
器
、
消
化

器
、
代
謝
内
分
泌
、
血
液
な
ど
他
の
診
療
科
と
の
連
携
・

協
力
関
係
も
ふ
だ
ん
か
ら
築
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
何
よ
り
も
大
学
病
院
の
持
つ
総
合
力
が
高
度
医
療

実
践
の
た
め
に
は
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
専
門
医
を
育
成
し
た
い
！

　

こ
う
し
た
日
頃
の
治
療
活
動
は
も
ち
ろ
ん
重
要
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
立
さ
れ
た
治
療
法
に
つ
い
て
は
一

般
病
院
で
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
私
共
の
役

割
と
し
て
は
心
臓
疾
患
に
関
す
る
未
解
明
の
分
野
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
、
新
し
い
治
療
法
を
研
究
・
開
発
し
て
い
く

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
手
外
科
医
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
臨
床
経

験
を
積
ん
で
も
ら
っ
て
、
専
門
医
を
一
人
で
も
社
会
に
、

そ
し
て
医
療
現
場
へ
送
り
出
す
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。﹁
教
育
﹂﹁
高
度
医
療
の
提
供
﹂﹁
新
し
い
治
療
法
の
研

究
開
発
﹂の
３
つ
が
私
共
大
学
病
院
の
使
命
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　今年に入り、日本でもようやく子宮頸がんの予防ワクチンが使えるようになりました。
「ワクチンで子宮頸がんの予防？」と、ピンとこない方もいらっしゃると思います。子宮頚
がんは、ヒト・パピローマ・ウイルス（HPV）というウイルス感染が原因で起こります。
　子宮頸がんに関連するHPV（発がん性HPV）は、15種類ほど見つかっていて、多くの場
合性行為により子宮の入り口に感染します。性病とは異なり、性経験のある女性のほとん
どが、一生に一度は感染するありふれたウイルスです。
　このうち、発がん性HPV16型・18型に対する予防ワクチンが開発されました。16型・18
型は他のタイプに比べて子宮頸がんになりやすく、日本では子宮頸がんの60%ほどを占め
ています。このワクチンは、海外ではすでに100カ国以上で使われていて、12歳を中心に
9～14歳で接種が開始されています。
　子宮頚がんは、国内で年間約8000人が発症していますが、近年20～30歳代の患者が増
加しており、この年齢で最も多いがんとなっています。子宮摘出や放射線治療をした場合
は、治癒しても妊娠できなくなります。ワクチンで予防できるがんは、他にはありません。
特に若い女性や、お子さんにはワクチンを接種し、子宮頸がんの予防を始めてください。
　最後に、ワクチンを接種しても子宮頸がんは100%の予防はできません。20歳を過ぎた
ら、子宮頸がん検診を受けるようにしましょう。

（婦人科　三橋　暁）

ワクチンで
予防できる時代に！
●子宮頸がん

千葉市郷土博物館下の高徳寺＜閻魔堂＞

〔プロフィール〕
●昭和36年広島市生まれ。大阪大学医
学部に在籍中、恩師の講義で「心臓病に
はまだまだ未解明の部分がたくさんあ
り、治療では外科の果たす役割が大き
い」との話に強い関心を持ち、心臓外科
の道へ。信条は「何事にも持てる知識、
技術を100％発揮すること」。家族は妻
と子供２人。趣味はゴルフ。

患者・家族・社会・病院の
連携が重要

〔
動
脈
硬
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
〕

①
揚
げ
物
や
卵
な
ど
の
温
め
直
し（
特
に
電
子
レ
ン
ジ

利
用
）は
避
け
る

②
二
度
揚
げ
や
フ
ラ
イ
油
の
長
期
保
存
は
さ
け
る

③
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
油
を
使
っ
た
加
工
食
品
を
控

え
る

④
バ
ラ
肉
な
ど
脂
身
の
多
い
肉
は
、
網
焼
き
や
ゆ
で

る
調
理
を—

—

⑤
食
物
繊
維（
野
菜
、
き
の
こ
、
海
草
、
雑
穀
類
）を

努
め
て
多
く
摂
る


